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次     第 

 

  １ 開    会 

委嘱状の交付 

 

  ２ 市長あいさつ 

  ３ 委員並びに職員紹介 

  ４ 協    議 

⑴  会長、副会長の選任について           

⑵  令和５年度森林整備課の事業概要について     資料 1  

⑶  山形市の建築物における木材利用の促進に 

関する基本方針の策定について          資料 2  

⑷  山形市産材利用拡大連携協定について       資料 3  

  

  ５ そ  の  他 

  ６ 閉    会 
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課長 横倉　肇 新任
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山形市森林整備推進協議会について 

 

山形市森林整備推進協議会条例に基づき、山形市森林整備計画の策定など、山

形市の森林整備の推進に向けて、林業関係者や知識を有する方から意見を聴取

し、調査や審議を行います。 

 

 

○委員数   １５名  

（内訳） 

第１号委員（林業及び木材産業関係団体の役職員） … ５名 

第２号委員（林業従事者の代表）         … ４名 

第３号委員（知識経験を有する方）        … ４名 

第４号委員（林業関係行政機関職員）       … ２名 

 

 ○任期    ２年 （次期任期：令和５年７月から２年間） 

 

 ○開催回数  年１回 ※森林整備計画の変更がある年は、２回の開催です。 

 

※「山形市森林整備計画」は、森林法第１０条の５に基づき、１０年を一計

画期間とし、５年ごとに見直して整備計画を策定します。 

   現在の計画は、令和元年度に策定されたもので、令和６年度が見直しの

時期となっております。 

 ただし、今年度は上位計画である「最上村山地域森林整備計画」の変更

に伴う義務的変更が予定されているため、年度末までに山形市森林整備計

画を見直します。 

 

 ○委員報酬  協議会１回の参加あたり １０，４００円（協議会後に支給） 
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山形市の森林の現況 
 
１ 森 林 面 積     20,863 ha（54.7％）※市域における森林面積の割合 
２ 国 有 林      8,031 ha（38.5％）※森林面積における割合 
３ 民 有 林     12,832 ha（61.5％）※森林面積における割合 
４ 人工林面積      3,991 ha 
  うち標準伐期齢以上   3,014 ha（75.5％） 
５ 人工林材積    1,491,384 ㎥          

うち標準伐期齢以上  1,262,397 ㎥（84.6％） 

６ 天然林面積      8,841 ha（未立木地含む） 
                    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1 

面積（ha） 材積（㎥）
人天別

齢級 面　　積 材　　積 面　　積 材　　積 面　　積 材　　積
１齢級

(１～５） 0.46      -        1.07      -       1.53      -         
２齢級

（６～１０） -       -        10.74     136       10.74     136       
３齢級

（１１～１５） -       -        3.46      62        3.46      62        
４齢級

（１６～２０） 7.24      437        60.65     1,933     67.89     2,370     
５齢級

（２１～２５） 3.26      378        29.54     1,302     32.80     1,680     
６齢級

（２６～３０） 38.04     5,889      4.97      309       43.01     6,198     
７齢級

（３１～３５） 89.44     15,747     13.19     914       102.63    16,661    
８齢級

（３６～４０） 367.38    82,562     75.98     5,942     443.37    88,504    
９齢級

（４１～４５） 208.87    49,483     8.05      744       216.92    50,227    
１０齢級

（４６～５０） 262.53    74,491     59.24     5,442     321.77    79,933    
１１齢級

（５１～５５） 314.03    95,726     141.21    14,641    455.24    110,367   
１２齢級

（５６～６０） 363.07    131,491    299.41    32,505    662.48    163,996   
１３齢級

（６１～６５） 570.12    222,958    880.64    92,599    1,450.76  315,557   
１４齢級

（６６～７０） 558.47    238,395    1,179.65  125,601   1,738.12  363,996   
１５齢級以上
（７１～） 1,208.01  573,827    5,816.43  651,306   7,024.45  1,225,133 

未立木地等
-       -        257.18    -       257.18    -         

合　　計 3,990.94  1,491,384  8,841.41  933,436   12,832.35 2,424,820 

山　形　市　民　有　林　齢　級　別　集　計　表

人　　工　　林 天　　然　　林 合　　　　　計

令和5年4月1日現在の森林簿データを基に作成
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令和５年度森林整備課事業の概要 
【林 政 係】 
 
１ 木質バイオマス需要拡大支援事業 

森林資源の有効活用による二酸化炭素排出抑制、循環型社会の形成を推進

するため、環境にやさしい木質バイオマスを燃料とする薪ストーブ等の設置

補助を行う。 

補助金額は設置費用の 1/3、上限 10 万円。 

  令和５年度計画 

・補助件数 ①ゼロカーボンシティ貢献枠 ５件（先着） 

（市産材利用拡大促進事業または省エネ健康促進住宅補 

助事業(県の認証を受けた住宅)に該当する方） 

②一般枠 ２０件（抽選） 

・募集時期 ①４月２０日～ 

②８月１日～１０日 

 

（参考）令和４年度実績 補助件数１６件 

 薪ストーブ ペレットストーブ 

ゼロカーボンシティ貢献枠 2 件 0 件 

一般枠 7 件 7 件 

      計 9 件 7 件 

 

   
２ 山形市産材利用拡大促進事業 

  山形市産材の利用拡大に向けた取り組みの強化を図るとともに、豊かな森

林環境を守り育て、産業・経済の活力を生み出しながら循環型社会の形成を実

現するため、市産材を８㎥以上使用した戸建て住宅を新築する建築主に対し

て 1戸あたり５０万円の補助を行う。 

  移住・定住、子育て支援対策として、移住世帯、子育て世帯、三世代又は近

居世帯でさらに市産材を一定量以上使用した場合の加算制度を設けている。 

  また、令和３年度より、ゼロカーボンシティ実現に向け、上記加算世帯に該

当しない世帯で、市産材を１２㎥以上使用した場合に加算が受けられるゼロ

カーボン貢献枠を設けた。 
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令和５年度計画 

・補助件数 ３０戸（先着順） 

・募集期間 第１期 ４月２０日～ ２０戸程度 

      第２期 ８月 １日～ １０戸程度 

・6/20 現在応募状況 ８戸 

（内訳） 

一般枠 ７戸（三世代等世帯１戸） 

ゼロカーボンシティ貢献枠 １戸 

（参考） 

令和４年度実績  

・補助件数 ２９戸 

（内訳） 

一般枠 ２４戸（移住世帯枠２戸、子育て世帯枠１戸、近居世帯１戸） 

ゼロカーボンシティ貢献枠 ５戸 

・募集期間 令和４年４月２０日～令和４年１０月２２日 

 

 

３ 市産材ブランド化推進事業 

  市産材の利用拡大を図るため公共施設等の木質化を推進するほか、森林・林

業関係者と連携協力しながら山形市産材の需要拡大や市内の林業・木材産業

の活性化を図る。 
（１）山形市産材ブランド化検討委員会 
   令和５年６月１３日に開催済み。 

行政機関と林業・木材産業関係団体が連携し、山形市産材ブランド化に向 
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けたビジョンについて提案し、意見交換や施策の検討を行った。今後、主伐によ

る木材生産量が増加していくことが見込まれるため、この木材を活用し 「地材地

消」を進め森林 ・木材産業の活性化に繋げる。また、伐採跡地への再造林を徹底

し、本市が進めるゼロカーボンシティの実現を図る。山形市産材の存在を地域の

方々に知っていただくためネーミングを付け認知度を高め、川上 ・川中 ・川下連

携によるサプライチェーンを構築し市産材消費量拡大をもってブランド化を目

指すものとする。 

 
（２）幼児への積木贈呈事業 
   令和３年度から実施。 
   １歳６か月健診時において、幼児に市産材を使った積木を贈呈し、市産材

の利用拡大を図る。（対象幼児１，５８０人） 
   幼少期から木に触れ、木の香りや温もりを感じてもらうことで、情操を養

うことができ、市民の木材に対する親しみや木材利用の認識向上が期待で

きる。また子供たちの知育に役立てられるため、木育の推進ができる。 
 
（３）山形市産材集成材製作検討事業【Ｒ５新規】 
   市産材で集成材を製作することで、市内ハウスメーカーにも市産材を利

用してもらい、市産材の利用拡大を図る。 

・製作工程については、関係機関と協議済。 

  市有林の間伐で生産された素材丸太を、６月上旬に集成材工場に 100 ㎥

納材した。10.5 ㎝×10.5 ㎝×300 ㎝ 960 本、約 32 ㎥を作成予定である。 

７月末に第１回目の納品が予定されている。 

 

（４）市産材による二酸化炭素固定量認証事業【Ｒ５新規】 
  市産材を利用した戸建住宅に対し CO2 固定量を市が認証し、認証書を交

付。ゼロカーボンシティへの機運醸成を図る。 

対象者：山形市産材利用拡大促進事業に申請した方 

 

（５）市産材利用店舗等内装木質化支援事業【Ｒ５新規】※現在要綱の審査中 
  山形市内の店舗等の新築、増築、改築又は修繕に伴う内装木質化に市産材

を利用する場合に補助金を交付し、民間施設の市産材利用促進と市民への市

産材のＰＲを行う。 
 
《補助対象店舗等の主な要件》 
⑴ 原則として店舗等の利用者が限定されていないこと。 
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⑵ 天井、床、壁、窓枠等、店舗等の室内の目立つ部分に市産材が使用され

ていること。 
⑶ 市産材ＰＲのため、市が提供する市産材プレートが利用者から見える部

分に設置されていること。 
⑷ 景観重点地区として指定されている「山寺地区」若しくは、「蔵王温泉地

区」又は「中心市街地」に所在するものであること。 
⑸ 補助対象事業に係る施工業者が市内に事業所又は営業所を有する工務

店等であること。 
《補助金額》 

使用する市産材の材料費に３分の２乗じて得た額（消費税及び地方消費

税相当額を除く。上限額は３０万円。） 
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【林 道 係】 
 
１ 民有林林道整備事業 

森林の適正な整備と、森林資源の有効活用を図るため、林業専用道の開設を

行う。 

（１）王地向線（国：５０％（山村振興地域） 県：１５％ 市：３５％） 

○開設場所 大字上宝沢地内 

○開設予定延長 １,１２０ｍ 幅員 ３.６ｍ（車道３.０ｍ） 

○国庫補助事業期間 令和２年度～令和５年度 

○経過とスケジュール 

     令和元年度 利用区域内の森林整備計画及び林道線形図を作成し、 

費用対効果を算出 

     令和２年度 自然環境に与える影響等を調査し、路線全体整備計画 

の策定と路線測量を行い、工事の発注に必要とする設 

計図面を作成 

     令和３年度 工事（Ｒ３→Ｒ４繰越 Ｌ＝３８３ｍ） 

     令和４年度 工事（Ｒ４→Ｒ５繰越 Ｌ＝１３７ｍ） 

     令和５年度 工事（Ｌ＝６００ｍ）  

     ○進捗率 ３４．２％（令和５年３月末時点） 

 （２）田代二号線（国：５０％（山村振興地域 県：１５％ 市：３５％） 

     ○開設場所 大字山寺地内 

○開設予定延長 １,４００ｍ 幅員 ３.６ｍ（車道３.０ｍ） 

○国庫補助事業期間 令和５年度～令和９年度 

〇経過とスケジュール 

     令和４年度 利用区域内の森林整備計画及び林道線形図を作成し、 

費用対効果を算出 

令和５年度 自然環境に与える影響等を調査し、路線全体整備計画 

の策定と路線測量を行い、工事の発注に必要とする設 

計図面を作成 

     令和６年度～令和９年度 工事 

（３）桧木沢線（国：４５％（山村振興地域 県：１５％ 市：４０％） 

○開設場所 大字柏倉地内 

    ○開設予定延長 ２,２００ｍ 幅員 ３.６ｍ（車道３.０ｍ） 

○国庫補助事業期間 令和６年度～令和１０年度 

○スケジュール 

     令和５年度 利用区域内の森林整備計画及び林道線形図を作成し、 

費用対効果を算出 

令和６年度 自然環境に与える影響等を調査し、路線全体整備計画 

の策定と路線測量を行い、工事の発注に必要とする設 

計図面を作成 
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     令和７年度～令和１０年度 工事 

    ○民国連携事業 

      令和２年６月１日に山形森林管理署、山形地方森林組合及び山形

市の三者で「西山形地域森林整備推進協定」を締結し、西山形地域の

森林施業の推進を図っていく。 

 

（参考） 
 ○林内の路網密度 
  路網は、間伐や皆伐・再造林等の施業を効率的に行うとともに、木材を安定的に供給す

るために必要な生産基盤です。 
林内路網密度（森林面積あたりの林内路網延長）の値が大きいと林業用の作業機械が現

場までアクセスしやすいことから、路網密度は作業効率に関わってきます。 
山形市における民有林内の路網の開設延長は、令和５年３月末時点で１２５路線１９

５,１８５ｍ（併用林道及び県管理林道含む）であり、林内路網密度は、１５．２ｍ／ｈａ

となりますが、令和３年度末の全国平均値である２４．１ｍ／ｈａを下回っている状況か

ら、今後も路網整備を進める必要があります。 
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【森 林 整 備 係】 

 

１ 市産材安定供給に向けた森林整備促進事業 

  木材の利用促進、森林の持つ公益的機能の発揮及び森林の健全化を図るた 

 め、市有林の適正な管理を行うとともに、民有林において施業の集約化を行 

 い、計画的に森林施業を行う林業事業体に対し支援を行います。 

（１）美しい森林づくり整備事業 

   美しい森林づくり整備事業費補助金（国：50％ 市嵩上げ：15％） 

   森林組合が特定間伐等促進計画を作成した上で実施する造林及び間伐等 

  の森林施業や路網の開設・改良に対し国庫補助金と市の嵩上げ補助により 

  支援を行い、民有林における森林施業の促進を図る。 

実施箇所 作業の種類 数量 補助金 

上宝沢 
間 伐 20.30ha 8,267 千円 

作業道 1,180m 1,917 千円 

中桜田 
間 伐 3.10ha 1,403 千円 

作業道 200m 325 千円 

計 
間 伐 23.40ha 

11,912 千円 
作業道 1,380m 

 

（２）民有林間伐等促進事業 

   民有林間伐等促進事業費補助金（国：51％ 県：17％ 市：25.5％） 

   森林組合が森林経営計画を作成した上で実施する下刈り、間伐等の森林 

  施業とこれと一体となった森林作業道の開設事業等に対し、国庫補助金に 

  独自の嵩上げを行い支援し、民有林における森林施業の促進を図る。 

実施箇所 作業の種類 数量 補助金 

大字上東山 

間 伐 5.00ha 451 千円 

作業道 100m 51 千円 

下刈り 1.00ha 69 千円 

大字妙見寺 下刈り 2.90ha 202 千円 

大字蔵王成沢 下刈り 4.90ha 342 千円 

計 

間 伐 5.00ha 

1,115 千円 作業道 100m 

下刈り 8.80ha 

 

（３）市有林造成管理事業 

森林資源の造成と自然環境の保全とともに、山形市の基本財産造成を図る

ため、市有林の下刈り、間伐等の森林施業を行う。 
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市有林名 

施業 

箇所 

(大字) 

作業の 

種 類 
事業量 事業費 

素材 

収入 

長峯 233 ﾎ 神 尾 下刈り ① 4.10ha 1,243 千円 － 

板橋山 門 伝 下刈り ② 0.50ha 151 千円 － 

板 橋 

1933-14 

山辺町 

畑 谷 
下刈り ③ 0.40ha 121 千円 － 

R4 年度～R5 年度繰越工事 間 伐 ④ 6.87ha 5,452 千円 － 

追 立 妙見寺 
作業道 ⑤ 1,100m 3,067 千円 － 

間伐材売払 6.87ha － 2,697 千円 

中沢山 上東山 

間 伐 ⑥ 4.00ha 2,418 千円 － 

作業道 ⑦ 500m 1,739 千円 － 

施業地調査 4.00ha 315 千円 － 

集 運 材 4.00ha 425 千円 － 

間伐材売払 4.00ha － 1,120 千円 

集運材売払 4.00ha － 520 千円 

逆 倉 柏 倉 

境 界 刈 り 

0.60ha 

412 千円 － 

大森山 柏 倉 0.20ha 

松森山 柏 倉 16.00ha 

腰王山 長谷堂 2.00ha 

伝四郎山 上宝沢 8.40ha 

舟ヶ沢 下東山 
材 積 調 査 68.81ha 715 千円 － 

戸 沢 上東山 

一本杉 新 山 資源量調査 1.60ha 420 千円  

合 計 16,478 千円 4,337 千円 

①～③：森林環境保全直接支援事業 国：51％ 県：17％ 

④～⑦：美しい森林づくり整備事業費補助金 国：50％ 

 

２ 森林経営管理推進事業 

  平成３１年度より、森林環境税、森林環境譲与税が創設されたことに伴い、 

 森林所有者の経営管理の責務を明確にした上で、所有者が経営管理できない 

 場合は、市町村に委託することができる新たな森林経営管理制度への取組み 

 に併せ、人材育成、木材利用促進を図る。 

  令和５年度は、東沢（上宝沢）地区において、市が経営管理権を取得した 

 森林の森林整備を実施する。また、大曽根地区・東沢（新山）地区において 

 隣接地との合意形成を図るため、リモートセンシング技術を活用した森林境 

 界確認と森林資源量の調査を実施し、調査の結果得られた詳細な森林情報を 

 基に、経営管理権集積計画案を作成、所有者の同意を取得する。なお、山形 

 市、上山市、山辺町、中山町及び山形地方森林組合で組織する山形地方森林 
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 林業活性化協議会の事業として、山寺（千手院）地区、東沢（妙見寺）地区 

 の意向調査を実施する。 

実施箇所 事業内容 事業量 事業費 

東沢(上宝沢)地区 間伐作業 5.0ha 1,370 千円 

大 曽 根 地 区 

東沢(新山)地区 

森林境界確認・森林資源量調査 

及び経営管理権集積計画作成  

 
100.00 ha 

 
29,700 千円 

山寺(千手院)地区 

東沢(妙見寺)地区 

 
意向調査 

 
147.00 ha 

山形地方森林林業

活性化協議会事業 

計 31,070 千円 

※山形地方森林林業活性化協議会への山形市負担金： 3,016 千円 

 森林環境譲与税 令和 5 年度譲与額（見込み）：43,791 千円 

  

３ 山形市有林におけるＪ-クレジット認証・販売検討事業【Ｒ５新規】 

  国が「2050 年カーボンニュートラル」を目指す中、脱炭素社会実現に向け 

 企業や自治体からのカーボン・オフセットへの関心が高まっている。 

  Ｊ-クレジット制度は、省エネルギー機器や再生可能エネルギー、森林経営 

 などの取組みによる二酸化炭素などの温室効果ガスの排出削減量や吸収量を 

 「カーボン・クレジット」として国が認証する制度であり、創出されたクレジ 

 ットはカーボン・オフセットなどに活用することができる。 

  市有林の森林経営活動をＪ-クレジットの対象とし、ゼロカーボンシティの 

 実現に向け取組むとともに、クレジット販売で得られる資金を森林整備に充 

 てることで、市有林の健全育成を図る。 

（１）Ｊ-クレジット制度登録・認証の流れ 

 

（令和５年度） 

（令和６年度・令和９年度・令和１３年度） 
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（２）登録検討市有林 

市有林名 瀬ノ原山 追立 板橋山 

森林経営計画面積 42.67ha 58.28ha 33.05ha 

 

（３）Ｊ-クレジット認証・販売年次計画 

 

※１ 令和５年度までの森林管理による温室効果ガスの吸収量を令和６年度に  

  モニタリング報告後、認証委員会でクレジット 120t-co2 を発行。 

※２ 令和６年度～令和８年度までの森林管理による温室効果ガスの吸収量を 

  令和９年度にモニタリング報告後、認証委員会でクレジット 429t-co2 を発 

  行。 

※３ 令和９年度～令和１２年度までの森林管理による温室効果ガスの吸収量 

  を令和１３年度にモニタリング報告後、認証委員会でクレジット 681t-co2 

  を発行。 

 

 

 

 

 

 

 

 

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 計
間伐面積(ha) 5 5 10
二酸化炭素吸収量(t‐co2) 35 30 59 59 59 59 59 59 419
間伐面積(ha) 5 5 5 15
二酸化炭素吸収量(t‐co2) 67 63 63 95 87 87 87 87 636
植栽面積(ha) 2 1 1 4
二酸化炭素吸収量(t‐co2) 18 22 19 19 21 26 25 25 175
面積(ha) 5 5 2 6 1 5 5 29
二酸化炭素吸収量(t‐co2) 120 115 141 173 167 172 171 171 1,230
モニタリング実施 〇 〇 〇

120 429 681
※1 ※2 ※3

林班
番号

39

施業履歴
内容

37

234 板橋山

追立

1～5

市有林名 林齢

瀬ノ原山

1,230クレジット発行量(t‐co2)

計

56

145





 

山形市産材利用拡大連携協定書 

 

 山形市の建築物における木材の利用促進に関する基本方針に基づき、山形市産材の利用促進を図るため、

山形市（以下「甲」という。）と、生活協同組合共立社、東北芸術工科大学デザイン工学部、          

山形県建設業協会山形支部、一般社団法人山形県建築協会、一般社団法人山形県建築士会山形支部、   

一般社団法人山形県建築士事務所協会、山形県森林組合連合会、山形建築組合、山形県立産業技術短期大学校、

山形県立山形職業能力開発専門校、山形県立山形工業高等学校、山形市建設同友会、一般社団法人山形森林調査協会、    

山形大学工学部、山形地方森林組合、山形木材業組合及び協同組合山形木造住宅プレカットシステム  

（以下これらの団体等を総称して「乙」という。）とは、次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、山形市内における木材の安定した供給・利用体制を構築し、木材の利用を促進する

とともに、建築技術者等の人材育成に努め、森林・木材産業の活性化及び持続可能な社会の実現並びに 

山形市ゼロカーボンシティの実現等に貢献することを目的とする。 

 

（連携及び協力事項） 

第２条 甲及び乙は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事項について、相互に連携し、及び協力   

して実施する。 

⑴ 森林資源量の適切な把握に関すること。 

⑵ 山形市産材の供給を適時行うための木材供給体制の整備に関すること。 

⑶ 森林資源の循環利用のための伐採跡地での適正な植林に関すること。 

⑷ 必要とされる山形市産材を確実に調達するための調整に関すること。 

⑸ 建築物等を整備する者のニーズの把握に関すること。 

⑹ 木材利用の意義及び利点についての積極的な情報発信に関すること。 

⑺ 木造建築物及び内装木質化の普及促進に関すること。 

⑻ 山形市産材の普及及び利用拡大に関すること。 

⑼ 木材産業又は建築関連業種に携わる人材の育成に関すること。 

⑽ 山形市ゼロカーボンシティの実現に関すること。 

⑾ その他森林・木材産業の活性化に資すること。 

２ 前項各号に掲げる事項を効果的に推進するため、甲及び乙は、当該事項の実施について協議を行うも

のとする。 

 

（協定期間） 

第３条 この協定の有効期間は、この協定の締結の日から令和６年３月３１日までとする。ただし、この

協定の有効期間満了の日の１月前までに甲乙いずれからも書面による終了の意思表示がない場合には、

この協定の有効期間を当該満了の日の翌日から起算して１年間延長するものとし、以後も同様とする。 

 

（協定の変更及び解除） 

第４条 甲又は乙のいずれかがこの協定の内容の変更又は解除を申し出たときは、その都度甲乙協議の上、

この協定の内容の変更又は解除を行うものとする。 

 

（疑義の協議） 

第５条 この協定に定めのない事項又はこの協定に関し疑義が生じたときは、甲乙協議の上、取り決める

ものとする。 

 

この協定の締結を証するため、この協定書を１８通作成し、甲乙記名押印の上、各自その１通を保有する。 

 

令和  年  月  日 

【甲】                    【乙】 
山形市旅篭町二丁目３番２５号         鶴岡市宝田一丁目３番２３号 
山形市                                   生活協同組合共立社 

 
 
 

        ㊞            ㊞                       ㊞ 
 
                                                               
 
山形市上桜田三丁目４番５号 山形市旅篭町三丁目５番２７号 
東北芸術工科大学デザイン工学部 山形県建設業協会山形支部 

 
 
 
 

                    ㊞                       ㊞ 
 
                                                               
 
山形市城北町一丁目１２番２６号 山形市旅篭町三丁目１番４号 
一般社団法人 山形県建築協会 一般社団法人 山形県建築士会 山形支部 

 
 

                    ㊞                       ㊞ 
 
                                                               
 
山形市松波四丁目１番１５号 山形市成沢西四丁目９番３２号 
一般社団法人 山形県建築士事務所協会 山形県森林組合連合会 

 
 
 

                    ㊞                       ㊞ 
 
                                                               
 
山形市篭田一丁目６番７号 山形市松栄二丁目２番１号 
山形建築組合 山形県立産業技術短期大学校 

 
 
 

                    ㊞                       ㊞ 
 
                                                               
 
山形市松栄二丁目２番１号 山形市緑町一丁目５番１２号 
山形県立山形職業能力開発専門校 山形県立山形工業高等学校 

 
 
 

                    ㊞                       ㊞ 
 
                                                               
 
山形市旅篭町三丁目５番２７号 寒河江市大字西根字長面１５３番地の１ 
山形市建設同友会 一般社団法人 山形森林調査協会 

 
 
 

                    ㊞                       ㊞ 
 
                                                               
 
米沢市城南四丁目３番１６号 山形市替所１４番２ 
山形大学工学部 山形地方森林組合 

 
 
 
 

                    ㊞                       ㊞ 
 
                                                               
 
山形市立谷川二丁目１１８０番３号 山形市表蔵王６２番１号 
山形木材業組合 協同組合山形木造住宅プレカットシステム 

  
 
 

                    ㊞                       ㊞ 
                                                               

代表理事  安部 政昭 

支部長   後藤 吉伸 

支部長   石山 徳昭 

会 長   安孫子 正樹 校 長   佐藤 俊一 

校 長   石川 和俊 

会 長  志田 賢一 

工学部長  黒田 充紀 代表理事組合長   庄司 稔 

会 長   市村 清勝 

代表理事   髙橋 三庸 

代表理事会長   佐藤 景一郎 会 長   原 行雄 

副学長・デザイン工学部長  日野 一郎 

校 長   髙橋 良治 

山形市長 佐藤 孝弘 代表理事 理事長   安達 忠士 

組合長  平間 利一 

資料３ 




















